
令和３年度 川上中学校 非違行為根絶への取り組み

＜４月＞ ＜５月＞ ＜６月＞ ＜７月＞ ＜８月＞ ＜９月＞
体罰について 「自校の児童 セルフチェッ ２学期より、 男児踏み付け 著作権保護と
の新聞記事を ・生徒への報 クシートを含 教育実習生が 事件の新聞記 情報管理につ
読み改めて体 告書」の読み む「パワーハ 来校するにあ 事を全職員に いて資料を基
罰根絶への思 合わせを全職 ラスメント防 たり、職員研 配付した。児 に 再 確 認 し
いを確認した 員で行った。 止 マ ニ ュ ア 修で「教育実 童・生徒への た。どのよう
後、全職員が 過去の事例を ル」を全職員 習時における 体罰や暴行が な事柄が著作
セルフチェッ 見て、改めて に配付した。 セクハラ防止 許されない行 権法違反にな
クを行った。 スクール・セ 研修後の職員 のためのルー 為であること るかクイズ形
体罰による家 クハラ根絶へ 同士の会話で ル」を再確認 はもちろん、 式で行ったの
庭や社会に対 の思いを新た は早速「これ した。 報告・連絡が で、楽しみな
する影響の大 にした。また はパワハラに 重要であるこ がら知識を得
きさを確認す 「自己チェッ あたるのか」 とをることを ることができ
ることができ クシート」に などの確認が 再確認した。 た。
た。 記入をした。 あった。

＜１０月＞ ＜１１月＞ ＜１２月＞ ＜１月＞ ＜２月＞
全職員が「ス 学校長より、 コロナ禍のた ＰＣやスマホ １年間の非違
トレスチェッ 「最優先は人 め飲酒の機会 を使ったＳＮ 行為防止研修
ク」を実施し 命救助」「現 はなくなかっ Ｓ上への個人 の取り組みに
た。自分自身 場保全と相手 たが、年末年 情報の流出等 ついて、職員
の心身の状態 の確認」など、 始に向け、念 について扱っ 会の中で振り
を客観的につ 交通事故に遭 のため飲酒運 た。情報管理 返った。
かむことがで った時の７か 転の根絶及び に関する問題 ＜３月＞
き、職員から 条について指 交通ルールの については、 １年間の非違
大変好評であ 導があった。 順守について その危険性を 行為防止研修
った。また勤 また緊急対応 確認をした。 生徒や家庭に について学校
務時間縮減へ マニュアルの も呼び掛けて だより・ホー
の気持ちを新 再確認も行っ いきたい。 ムページで公
たにした。 た。 表した。


